
政策　03　快適な生活を支えるまちづくり

施策　01　質の高い住環境の整備

あるべき姿
◇施策がめざす尾張旭市の姿　・秩序ある街並みとやすらぎのある空間が形成されています。
・街区や公園などの住環境が整備され、快適に生活できる環境が整っています。

■施策の成果状況と評価

秩序とやすらぎを感じる街が形成されていると思う市民の割合（％）

【都市計画課】

評

価

前年度の実績値に比べ、現状値が0.4ポイント増加した。これ
は、区画整理事業や民間開発事業に伴う道路整備や公園整備に
より、良好な環境が整備されたことが要因と考えられる。

基準値
(H30)

実績値
(H30)

実績値
(R元)

目標値
(R05)

対
基準値

91.4 91.4 91.8 92

（向上）

対
前年度

（向上）

指
標
①

（高）

目　標
達成度

グラフの凡例　■：基準値及び目標値、◆：実績値



■基本事業の成果状況と評価

基本事業01　良好な市街地の形成
都市計画マスタープラン（市街地整備分）の進捗率（％）

【都市計画課】

評

価

前年度の実績値に比べ、現状値が1.7ポイント増加した。これ
は、都市計画マスタープラン庁内推進会議を開催し、関係部署
において適切に進行管理が実施されていることが要因と考えら
れる。 

基準値
(H30)

実績値
(H30)

実績値
(R元)

目標値
(R05)

対
基準値

91.3 91.3 93.0 98.0

（向上）

対
前年度

（向上）

指
標

基本事業01　良好な市街地の形成
秩序ある街区となっている市街地面積割合（％）

【都市整備課】

評

価

前年度の実績値に比べ、現状値が0.1ポイント増加した。
これは、北原山土地区画整理事業の実施により、尾張旭北原山
土地区画整理組合に補助金を交付し、区域内の建物移転、道路
築造などの街区整備を推進できたことが主な要因と考えられ
る。

基準値
(H30)

実績値
(H30)

実績値
(R元)

目標値
(R05)

対
基準値

59.1 59.1 59.2 60.1

（向上）

対
前年度

（向上）

指
標

基本事業02　公園等によるうるおいのある空間づくり
市街地の公園などの面積（ha）

【都市整備課】

評

価

前年度に比べ、実績値（R1）が1.9ha増加した。これは、城山公
園遊具広場の開設（0.3ha）と矢田川河川緑地(1.6ha)を供用開
始したことが要因として考えられる。

基準値
(H30)

実績値
(H30)

実績値
(R元)

目標値
(R05)

対
基準値

86.1 86.1 88.0 88

（向上）

対
前年度

（向上）

指
標

基本事業02　公園等によるうるおいのある空間づくり
公園施設の不具合による事故件数（件）

【都市整備課】

評

価

適切に維持管理を実施した。

基準値
(H30)

実績値
(H30)

実績値
(R元)

目標値
(R05)

対
基準値

0 0 0 0

（向上）

対
前年度

（向上）

指
標

（高）

目　標
達成度

目　標
達成度

（高）

目　標
達成度

（達成）

目　標
達成度

（達成）

グラフの凡例　■：基準値及び目標値、◆：実績値



基本事業03　都市景観の向上
都市景観に満足している市民の割合（％）

【都市計画課】

評

価

前年度の実績値に比べ、現状値が4.7ポイント増加した。これ
は、全国植樹祭に向け市内全域で幹線道路清掃やプランターな
どにより花で彩るなど景観形成を推進したことによって増加し
たことが要因の一つと考えられる。

基準値
(H30)

実績値
(H30)

実績値
(R元)

目標値
(R05)

対
基準値

77.3 77.3 82.0 85

（向上）

対
前年度

（向上）

指
標

基本事業04　市営住宅の適切な管理
市営住宅の維持管理上の事故件数（件）

【都市計画課】

評

価

前年度の実績値に比べ、現状値は変わっていない。これは、入
居者の居住環境が安定し、かつ建物の長期使用を目指して適正
に維持管理されていることが要因と考えられる。 

基準値
(H30)

実績値
(H30)

実績値
(R元)

目標値
(R05)

対
基準値

0 0 0 0

（向上）

対
前年度

（向上）

指
標

（高）

目　標
達成度

（達成）

目　標
達成度

グラフの凡例　■：基準値及び目標値、◆：実績値


